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　「今こそ知りたい！災害専門看護
師の活動～命と暮らしを守るために
～」をテーマに福井赤十字病院　集
中治療室　看護係長の朝田和江先
生を講師に迎えWeb研修を開催し、
63名の方にご参加いただきました。
講演では、災害看護の基礎知識とし
て震災関連死の原因や発生機序、ま
た災害関連死を防止するためには、
慢性疾患対策、感染症対策、こころ
のケア、公衆衛生対策への対応が重
要であることを学びました。また被
災地では看護師が近くにいることで
被災者への安心感につながること、
被災者の変化や真のニーズを探し当
てることが大切であることも理解で
きました。
　災害対応の基本として「自助」「共
助」「公助」のバランスが重要です。
災害に備えるために日頃から地域の

コミュニティ力を強
化する支援活動と、
「自分の身は自分で
守る」ために、一人ひ
とりが日常的に災害
への備えが大切であ
ることを改めて学ぶ
機会となりました。
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令和５年度　札幌第2支部大会

今年度の支部大会は３年振りに会場での開催となります。
オンライン配信はありません。会場参加のみとなります。
参加者は札幌第２支部会員に限ります。

交流会は会員・非会員のみなさま参加できます。

令和６年２月17日㈯
14：20～15：45
札幌ビューホテル大通公園

「こころを支える推し活のすすめ
　　 ～推し活がもたらすハッピー効果～」
丹野 ゆき 氏
12：40～14：10
札幌ビューホテル大通公園
後日ご案内をいたします。

後日ご案内いたします。
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看護管理者育成研修

札幌4支部合同　保健師職能研修

令和５年9月14日㈭・15日㈮

令和５年11月3日（金・祝）

　今年度も札幌第2支部では、看護
管理者育成研修をWeb開催で行い
ました。看護主任・師長補佐の役割
を担っている方を中心に、65名の受
講生が参加しました。
　2日間の開催で、1日目は札幌西円
山病院の浪岡まさみ先生より、「看
護の動向」に関する説明と「看護管
理の基本」に関する講義がありまし
た。看護管理者の役割やチームをマ
ネジメントするためのリーダーシッ
プの在り方などを学びました。ま
た、秀友会病院の土屋和枝先生の
講義ではスタッフ育成についてキャ
リア支援を中心に先生のご施設で
の取り組みから具体的に学びを深
めることができました。
　2日目は手稲渓仁会病院の川野典

子先生より師長補佐の役割と実際
に関する講義でした。師長補佐とし
て部署運営の取り組みと課題解決
に向けた具体的な行動を理解する
ことができました。グループワーク
では、役割を遂行していく中での悩
みや課題を共有し解決に向けた糸
口を見つけることができました。
　今回の研修を通じて、看護管理
の基本的知識を改めて学ぶ機会と
なり、自施設での実践につなげられ
る有意義な機会となりました。講師
の先生方をはじめ皆様のご協力の
もと研修を終えられたことに感謝
し、今後の運営にも力を入れていき
たいと思います。
� 第二支部　教育委員会

　「職場に生かす心理的安全性～
新たな自律神経の理論もふまえて
～」をテーマに、昨年に引き続き株式
会社Dream Seed代表取締役 三井
洋子先生を講師に迎え49名の参加
者と共に開催となりました。各企業
における職場づくりやカウンセリン
グのご経験から、看護職の特性も踏
まえた講義をしていただきました。
今回、対面による開催でペアワーク
演習を行えたことは、心理的安全性
が確保されている状況を実感する機
会を得ることにもなりました。
　看護職は相手の話を聞きながら
「この人の課題は？」などを考えな
がら聞くようにトレーニングされて
います。しかし、それは看護職自身
の考えの中で聞いていることであ

り、実は相手の話を聞いていないこ
とになるという話がありました。ま
た、聞きながら考えることは非効率
的であり、相手の話の伝え返しをし
ながら受け止め「私はこう考えるけ
れど、あなたはどう思う？」と質問を
繰り返し、相手（本人）に考えてもら
うことが大切であると述べられてい
ました。支援対象者だけではなく、
新入職員の指導にも役立つコミュニ

ケーション技術を学ぶことができま
した。また、看護職は感情労働と呼
ばれる側面もあります。そのため自
分と相手を大切にするコミュニケー
ションを心掛け自分自身でケアをす
ることが大切であり、湧き上がる感
情にダメ出しをせずに受け止めるよ
うにしたいと思いました。
　今後も皆さまが元気になれるよう
な研修を企画していきます。

１１月には手稲山にも初雪が降り、めっきり寒くなりました。あじさい36号が皆さんのお手に届く頃には師走を迎え、公私とも
に年末の準備でお忙しくなっているのではないでしょうか。今年は忘年会を企画されている職場もあるかと思いますので、体調
を管理しながら交流し、仕事が円滑に進む笑顔の職場づくりに結びつくと嬉しいですね。皆さまが良い新年をむかえられますよ
うに願っております。� 広報出版委員　M.M

編集後記
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